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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期
第３四半期
連結累計期間

第66期
第３四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日

自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日

自  平成22年10月１日
至  平成23年９月30日

売上高 (千円) 36,186,092 36,202,493 48,790,879

経常利益 (千円) 2,038,783 2,070,831 2,292,688

四半期(当期)純利益 (千円) 1,090,534 995,859 1,020,476

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,162,313 1,067,083 971,000

純資産額 (千円) 11,423,635 12,065,465 11,219,223

総資産額 (千円) 22,406,694 23,288,157 22,270,869

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 95.03 86.78 88.93

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.60 50.53 49.11

　

回次
第65期
第３四半期
連結会計期間

第66期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 37.54 21.83

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」は潜在株式がないため記載しておりません。

４．第65期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれ

　ている事業の内容について、重要な変更はありません。

　　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関

　する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有

　価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は復興需要や政府施策などによる内需に牽引され緩やかな

がら回復基調となりましたが、一方で欧州政府債務危機の深刻化を背景とした海外経済の減速、円高の

定着やそれに伴う国内空洞化の加速、電力問題などの下振れ要因により先行きの不透明感は増してき

ました。　

  このような環境下、三洋貿易グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は36,202百万円と前年

同四半期連結累計期間に比べ16百万円の増収となりました。利益面につきましては、営業利益は1,959

百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ32百万円（1.7％増）の増益、経常利益は2,070百万円と前

年同四半期連結累計期間に比べ32百万円（1.6％増）の増益となりましたが、四半期純利益は995百万

円と前年同四半期連結累計期間に比べ94百万円（8.7％減）の減益となりました。

  　セグメントの業績は次の通りです。

　　①ゴム・化学品

ゴム関連商品は、自動車関連業界向けは堅調でしたが家電・情報機器関連業界向けの合成ゴムや副

資材が低調に推移、また円高やタイ洪水の影響により各種輸出も低調に終わりました。化学品関連商品

では、塗料・インキ関連向け添加剤ならびに農薬・電子材料輸出は低調に推移しましたが、フィルム輸

出は好調でした。

　この結果、売上高は17,855百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ910百万円（4.9％減）の減収、

営業利益は880百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ71百万円（7.6％減）の減益となりました。

　　②機械資材

機械・資材関連商品は主力の飼料・木質用ペレットミルや接着剤関連商品は堅調に推移しました

が、輸出は低調に終わりました。産業資材関連商品は内装用本革・シート用各種機能部品ともに好調に

推移しました。科学機器関連商品ではエネルギー・バイオ・環境関連分野向けを始め各種分析機器が

好調に推移しました。

　この結果、売上高は6,520百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ1,211百万円（22.8％増）の増

収、営業利益は915百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ361百万円（65.3％増）の増益となりま

した。
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　③海外現地法人

Sanyo Corporation of Americaは、工業用フィルムや自動車内装部品は堅調に推移しましたが吸水

性樹脂やゴム関連商品は低調に終わりました。三洋物産貿易（上海）有限公司は、自動車関連商品は堅

調でしたが、ゴム関連商品は低調に終わりました。San-Thap International Co., Ltd.は前半にタイ洪

水の影響を受け全般に低調でした。

　この結果、売上高は6,459百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ283百万円（4.6％増）の増収と

なりましたが、営業利益は190百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ92百万円（32.6％減）の減益

となりました。

　　④国内子会社

コスモス商事㈱は、海洋船舶及び地熱関連は堅調に推移しましたが石油・ガス関連は低調に終わり

ました。㈱ケムインターは、機械・電子部品関連は堅調に推移しましたが液晶・半導体関連はやや低調

でした。アロマン㈱は、タイ洪水による半導体部品の緊急調達需要急増により前半は好調でしたが、そ

の後は低調に推移しました。

　この結果、売上高は5,184百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ568百万円（9.9％減）の減収、営

業利益は206百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ143百万円（41.0％減）の減益となりました。

 

(2) 財政状態の分析　

総資産は、売上債権及びたな卸資産の増加等により、23,288百万円となり、前連結会計年度末に比べ

1,017百万円増加しました。

　負債は、長期借入金の減少等がありましたが、短期借入金の増加等により、11,222百万円となり、前連

結会計年度末に比べ171百万円増加しました。

　純資産は、利益剰余金の増加等により、12,065百万円となり、前連結会計年度末に比べ846百万円増加

しました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重　

　　要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

　　　研究開発費の金額は僅少のため、内容についての記載は省略しております。
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(5) 主要な設備

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画は次の

　　とおりであります。

　　 　重要な設備の新設等

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容

投資予定額

着手年月完了予定
　総額
 (千円)

既支払額
 (千円）

提出会社
伊勢原工場
(神奈川県伊勢原
市)

その他 工場  470,000 13,210
平成24
年10月

平成25
年３月

　　　※　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

　

　　 　重要な設備の除却等

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容
四半期末　　　帳
簿価額
（千円）

除却等の予定年月

提出会社
厚木工場
（神奈川県厚木
市）

その他 工場 87,044 平成25年４月

     ※　厚木工場の移転に伴い、資産の一部は除却する見込みです。但し、土地及び建物等については計画が

　　　　　 具体化しておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,774,854同左 該当はありません。

１単元の株式数は、100株であ
ります。
完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。

計 12,774,854同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 12,774,854 ― 638,742 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,300,000
―

権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,465,600
114,656 同上

単元未満株式
普通株式

9,254
― 同上

発行済株式総数 12,774,854 ― ―

総株主の議決権 ― 114,656 ―

(注)  単元未満株式の欄の普通株式には、当社所有の自己株式63株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
三洋貿易㈱

千代田区神田錦町２－11 1,300,000 ― 1,300,00010.17

計 ― 1,300,000 ― 1,300,00010.17

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,314,838 1,947,422

受取手形及び売掛金 10,776,479 ※3
 11,761,914

商品及び製品 4,066,212 4,458,079

仕掛品 5,527 1,575

原材料及び貯蔵品 695 1,399

その他 473,230 678,989

貸倒引当金 △22,415 △17,790

流動資産合計 17,614,567 18,831,590

固定資産

有形固定資産 2,001,155 1,913,498

無形固定資産

のれん 235,927 163,897

その他 81,700 102,239

無形固定資産合計 317,628 266,136

投資その他の資産

投資有価証券 1,470,584 1,470,277

その他 896,323 840,512

貸倒引当金 △29,390 △33,858

投資その他の資産合計 2,337,518 2,276,931

固定資産合計 4,656,301 4,456,566

資産合計 22,270,869 23,288,157

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,073,578 ※3
 6,477,845

短期借入金 354,731 1,407,033

1年内返済予定の長期借入金 1,486,650 1,010,000

未払法人税等 552,882 526,333

引当金 62,887 15,241

その他 775,981 594,230

流動負債合計 9,306,711 10,030,684

固定負債

長期借入金 710,000 230,000

退職給付引当金 505,688 501,658

役員退職慰労引当金 236,561 81,058

その他 292,683 379,291

固定負債合計 1,744,934 1,192,008

負債合計 11,051,645 11,222,692
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 638,742 638,742

利益剰余金 11,006,887 11,796,200

自己株式 △492,619 △492,619

株主資本合計 11,153,010 11,942,323

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 80,679 91,199

為替換算調整勘定 △297,406 △266,211

その他の包括利益累計額合計 △216,727 △175,012

少数株主持分 282,940 298,153

純資産合計 11,219,223 12,065,465

負債純資産合計 22,270,869 23,288,157
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
　【四半期連結損益計算書】
　　【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
 至 平成23年6月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
 至 平成24年６月30日)

売上高 36,186,092 36,202,493

売上原価 30,685,736 30,503,788

売上総利益 5,500,355 5,698,705

販売費及び一般管理費 3,572,988 3,738,876

営業利益 1,927,367 1,959,828

営業外収益

受取利息 2,376 4,002

受取配当金 34,299 31,953

為替差益 86,169 98,895

その他 55,255 41,780

営業外収益合計 178,100 176,631

営業外費用

支払利息 42,211 31,638

その他 24,473 33,990

営業外費用合計 66,684 65,629

経常利益 2,038,783 2,070,831

特別利益

投資有価証券売却益 － 12,375

関係会社株式売却益 － 8,000

貸倒引当金戻入額 1,667 －

特別利益合計 1,667 20,375

特別損失

役員退職功労加算金 － 10,380

投資有価証券評価損 － 21,049

出資金評価損 － 75,277

ゴルフ会員権評価損 － 18,630

災害による損失 － 9,446

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 11,000 －

特別損失合計 11,000 134,784

税金等調整前四半期純利益 2,029,450 1,956,422

法人税等 888,061 932,615

少数株主損益調整前四半期純利益 1,141,388 1,023,807

少数株主利益 50,853 27,948

四半期純利益 1,090,534 995,859
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
 至 平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
 至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,141,388 1,023,807

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 50,207 10,517

為替換算調整勘定 △29,283 32,758

その他の包括利益合計 20,924 43,275

四半期包括利益 1,162,313 1,067,083

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,110,049 1,037,574

少数株主に係る四半期包括利益 52,263 29,508
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

 税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

１．会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 

２．役員退職慰労引当金

　当社では役員の退職慰労金の支給に充てるため、役員退職慰労金規程に基づく要支給額を役員退職慰労引当金に

計上しておりましたが、平成23年12月20日開催の定時株主総会において役員退職慰労金の打切り支給議案が承認

可決されました。これにより、役員退職慰労引当金を全額取り崩すとともに、功労加算金部分を合算して89,480千

円を固定負債の「その他」に計上しております。

　なお、当該功労加算金部分は10,380千円であり、特別損失の「役員退職功労加算金」に計上しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

　１　保証債務

　　　下記の銀行借入金等に対し、保証を行っており

　　ます。

　 従業員 2,768千円

　

三洋東知(上海)橡?有限公司

Sanyo Trading(Viet Nam)Co.,Ltd.

95,788千円

12,012千円

　 合計 110,568千円

　２　輸出手形割引高　　　　　　　 　　 37,943千円

　３　　　　　　―――――――――

　１　保証債務

　　　下記の銀行借入金等に対し、保証を行っており

　　ます。

　 従業員 2,893千円

　 三洋東知(上海)橡?有限公司 144,392千円

　 合計 147,286千円

 

　２　輸出手形割引高　　　　　　　 　   21,563千円

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

　　ついては、手形交換日をもって決済処理しており

　　ます。

　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機

　　関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

　　末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含

　　まれております。

　　受取手形                           178,443千円

　　支払手形　　　　　　　              47,569千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　   当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

   なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

   む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。　

　

　 　

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成23年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
　　至　平成24年６月30日）

　 減価償却費 169,909千円 166,676千円

　 のれんの償却額 99,097千円 72,104千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月22日
定時株主総会

普通株式 160,650 14.00平成22年９月30日 平成22年12月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月20日
定時株主総会

普通株式 206,546 18.00平成23年９月30日 平成23年12月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結 
損益計算書
計上額
（注）３

ゴム・
化学品

機械
資材

海外
現地法人

国内
子会社

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　
　

　外部顧客への

　売上高
18,765,9815,308,4706,176,6055,753,00936,004,066182,02536,186,092 ― 36,186,092

　セグメント間

　の内部売上高

　又は振替高

1,280,468162,336837,55161,2972,341,6547,0202,348,674△2,348,674 ―

計 20,046,4495,470,8077,014,1575,814,30638,345,721189,04538,534,766△2,348,67436,186,092

セグメント
利益

952,562553,735282,559349,9862,138,843116,1732,255,016△327,6491,927,367

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等

          を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額△327,649千円には、のれん償却額△99,097千円、各報告セグメン

　　　　　トに配分していない販売費及び一般管理費△238,127千円が含まれております。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結 
損益計算書
計上額
（注）３

ゴム・
化学品

機械
資材

海外
現地法人

国内
子会社

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　
　

　外部顧客への

　売上高
17,855,7426,520,0656,459,6695,184,79736,020,274182,21936,202,493 ― 36,202,493

　セグメント間

　の内部売上高

　又は振替高

1,246,133141,103710,01655,8442,153,0989,0412,162,139△2,162,139 ―

計 19,101,8756,661,1697,169,6865,240,64238,173,372191,26038,364,633△2,162,13936,202,493

セグメント
利益

880,577915,490190,497206,5162,193,081106,8372,299,918△340,0891,959,828

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等

          を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額△340,089千円には、のれん償却額△74,138千円、各報告セグメン

　　　　　トに配分していない販売費及び一般管理費△281,211千円が含まれております。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額 95.03円 86.78円

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 1,090,534 995,859

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,090,534 995,859

    普通株式の期中平均株式数(千株) 11,475 11,475

　（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

　　　　ておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

三洋貿易株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    長　　田　　清　　忠    ㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊    藤    恭    治    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三洋
貿易株式会社の平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三洋貿易株式会社及び連結子会社の平成24年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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